
異文化を体験し、世界とつながる。

This is
AFS Effect

AFS活動報告書 2022
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2020年６月より、新型コロナウイルス感染症の世界的感染
拡大を受けて開始した「One AFS緊急募金」は、WHO＝
世界保健機関により緊急事態宣言が終了されたことと、異文
化交流事業が回復傾向にあることを受け、寄付の受付を終了
することといたしました。この間、10代での異文化体験の
意義を次世代につなごうと、多くの方々がお心を寄せてくだ
さいました。皆さまのあたたかいご支援に、改めて厚く御礼
申し上げます。

One AFS緊急募金
最終のご報告
募 金 期 間：2020年 6月1
日～2023年 5月31日 
支 援 者：のべ 1286人
寄付金総額：54,871,562円　

クレジットカードの
継続寄付で寄付をご
登録くださっている
皆さまへ
クレジットカード期限まで「One AFS緊急寄付」をご継続
いただけます。頂戴するご寄付は、AFS活動の中で最も支援
を必要とする事業に充て活用させていただきます。
クレジットカードの有効期限前に継続寄付を停止されたい場
合は、お手数ですが、広報募金室 <bokin@afs.or.jp> までご
連絡下さい。 

交流事業、コロナ禍を乗り越え回復へ
― ご支援を継続くださっている皆さまにあらためて感謝申し上げます。

「One AFS緊急募金」 へのご支援に
心より感謝申し上げます
― 寄付金総額　54,871,562円、のべ 1286人の方にご支援をいただきました

（2020年 6月 1日～ 2023年 5月 31日）

世界はいま多くの課題に直面し、より多くの対話と交流を
必要としています。知識とスキル、柔軟性をもった架け橋
となる人材を育て、公正で平和な世界を築いていく必要
があります。AFSは世界最大の異文化交流団体であり、世
界中で活躍できるグローバル人材を育てるため、およそ
100の国と地域で活動し、毎年、25,000人の若者、ホス
トファミリー、教育者など幅広い人々に交流と学習の機会
を提供しています。そしてなにより重要なのは、この活動
が世界各地にいる５万人のボランティアに支えられている
ということです。
異文化理解教育は、共に生きる未来のために、最良の投資
です。共に生きる未来のために、誰もが果たせる役割があ
ります。資金や機会を提供する、地域や家庭、学校を開放
し海外の留学生を受け入れることなどです。10代の若者
のやる気と情熱は、前向きな変化をもたらします。私たち
一人一人が行動を起こすことで、世界は変えられるのです。
これまでにAFSプログラムに参加した多くの人がそうで
あるように、いま、プログラムに参加している人たちは、
将来、必ずや、国と国、文化をつなぐ人材となるでしょう。
私たちのビジョンを支えてくださっている皆さまに、心か
ら感謝申し上げます。

高校生の交換留学活動はやっと暗く長いコロナ禍のトンネルから抜け
出す兆しが見えた1年でした。
日本から海外への派遣事業では年間200人の日本の高校生を送るこ
とができました。また、受入事業ではAFSの通常生164人と、最終
年となった文部科学省補助事業「アジア高校生架け橋プロジェクト」
247人の合計、年間留学生を411人受け入れることができました。コ
ロナ禍にもかかわらず途切れることなく、留学生を受け入れることが
できたのも全国各地で活動する約1600人のボランティアが力を合わ
せた努力の賜物です。
また、2020年 6月に始まった「One AFS緊急募金」には 5487万
円ものご寄付や企業や個人の皆さまから多くの奨学金などをいただ
きました。ここに厚くお礼を申し上げます。
世界は今、混沌とした時代に突入しています。ロシアによるウクライ
ナへの侵攻、アフリカや中東、同じアジアでも内戦が繰り広げられ、
毎日多くの無実の人々が命を落としています。
「アジア架け橋」では５年間でアジア21カ国・地域から974人の留学
生を全都道府県で受け入れました。2023年度からは新たにアジアの
ほかにG7の国々も含めた「アジア高校生架け橋プロジェクト＋」が
始まります。
70年近い歴史があるAFS日本協会は、これからも異文化理解教育
団体のフロントランナーとして、戦争のない世の中が実現するよう、
多感な十代の留学事業にまい進して参ります。今後ともご支援のほど
心からお願い申し上げます。

ごあいさつ

異文化理解教育は、
共に生きる未来のための
最良の投資

公益財団法人AFS 日本協会

理事長 加藤 暁子

派遣事業

年間派遣事業は 23か国・地域へ 209名を派遣、短期派遣
事業は実施を見合わせました。遠隔地からのプログラム参加
を促進したオンライン選考を改良するとともに、より多くの
人がプログラム参加を検討できるよう留学説明会のオンライ
ン開催頻度を高めました。

受入事業

通常受入事業は164名を受け入れ、文部科学省補助事業「ア
ジア高校生架け橋プロジェクト」は 247名を受け入れました。
また、短期プログラムとして、文部科学省補助事業「異文化
理解ステップアップ事業」奨学生 33名、明治ブルガリア奨
学金プログラム生4名の受け入れを実施しました。

デジタル
教育事業

世界各国からの参加者とオンラインで意見交換をしながら学
びを進める「Global You Adventurer」を継続実施しました。
オンラインでの異文化学習を経て渡航し、サステナビリティ
やSTEMをテーマに学習する「Global STEM Academies」
が新たに企画され、日本からは９名が参加予定です。

事業の概況

受入プログラム人数
派遣プログラム人数

事業年度
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プログラム参加者数

短期・セメスター・長期プログラム参加者合計（アジア高校生架け橋プロジェ
クトを含む）。2023年度は計画値。

緊急寄付は、異文化学習の機会を提供しつづけ
るために活用させていただきました
• プログラムを安全に実施するための情報収集、調査、リ
スク分析　

• AFS活動を支えるボランティア組織への研修プログラム
の企画、実施　

• 安全に生徒を受け入れるための衛生用品、検査器材の購入　
• 受入生来日後の自主待機期間（2週間）の施設宿泊費補助　
• オンラインによる異文化交流機会の創出（オンライン交
流会、オンライン異文化交流セッション）

• 時代に即した異文化学習プログラムの開発（Global You 
Adventurer,　Global Up Teen / Home）

AFSインターナショナル 会長（CEO）

ダニエル・オブスト
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グローバル化とは、周りの歩調
に合わせるだけでなく自分自身
を見つめ、磨くこと

2022年（69期）／フィンランド派遣
三菱商事高校生海外留学奨学金を受給

佐藤 世壱さん

以前は、異文化を学ぶことは、現地の習慣や文化に親しむこ
とだと思っていました。しかし、同時に自分の故郷の世界か
ら見た異文化にも気づけた気がします。ホストファミリーと
生活するだけでなく、現地の学校に通い、現地に留学してい
る仲間と交流があるのでなおさらです。学校の歴史、政治の
授業では、先生や友達から日本はどうなのかと問われること
は日常茶飯事です。
また、留学先で出会う人からの新しい学びには自分の思考外
のものが多々あり、毎日が刺激的で、頭の中でいつも反芻を
しています。学校の友達は、ロシア、アフガニスタン、パレ
スチナ、ソマリアなど多様です。世界で流れる報道の出来事
が近く、大きく見えま
す。グローバル化とは、
グローバルに歩調を合わ
せるだけではなく、逆に
グローバルの中だからこ
そ自分を見つめ直し、磨
くことなのかなと思いま
す。
たくさんの人と出会って
必要だと思ったことは
「人格を磨くこと」です。
様々な方たちが親切にし
てくれて、いつか恩返し
ができるようにしたいで
す。そのためには、まず
は自分を成長させていき
たいと思いました。 （2023年 2月　留学中のレポートより）

AFS Effect
on Sending Programs

派遣事業

可能性に満ちた10代は、異文化での生活体験から価値観や生き方
の多様性を知り、自分自身について理解を深め、世界規模で物事
を考えるようになります。
2022年は国内外の情勢変化により、出発・帰国時期や派遣先の変
更、プログラムの中止といった不測の事態も発生する中、多くの
方のご支援により、209名が年間プログラムに参加しました。

コミュニケーション方法の違い
に気づき、戸惑いは心地よさに

2022年（69期）／フィリピン派遣
東海東京財団留学奨学金を受給

安井 愛乃さん

学校生活は新型コロナウイルスの影響を受け、始めの 1か月
ほどはオンライン授業のみが実施されました。この時点で、
授業についていけるか、クラスになじめるか不安を感じてい
ました。10月に入り、本格的な登校が始まると、その予感が
的中していたことを思い知らされました。クラスメイトは皆
一様に優しく、たくさん話しかけてくれました。ですが、と
にかく自己主張が強く、元気すぎるのではないかというのが
第一印象でした。わから
ないことは教員があきれ
るまで聞き返し、一日に
何人もの人からいくつも
の物を借りても気にしま
せん。
そんな彼らに戸惑いを感
じていたある日、私は筆

オリンピックドクターとして
選手を支援
1998年（45期）／アメリカ派遣

大西 賢太郎さん

高校卒業後はアメリカに渡って医学を学び、現在はUniversity of Pittsburgh Medical 
Centerでスポーツドクターとして活動しています。2021年に開催されたオリンピック
ではIOCからの依頼を受け、オリンピックドクターとして選手の支援をしました。小学
生のころからの夢がかなった瞬間でした。
オリンピックドクターとして活動する中でAFSerとの出会いがたくさんあったのです
が、AFSerは母国が二つ以上あるので、どこかの国に属している、母国だけを助ける、
という考えがあまりないんだなと感じました。これは平和につながることですから、
AFSのミッションは必ず世界平和につながると信じています。

AFSのSNSで、帰国生や受入生、ボランティアなど、活躍するAFS関係者を紹介しています。 @afsjapan @afs_japan

箱を家に忘れてしまいま
した。普段は引っ込み思
案でネガティブな性格の
私は、断られたらどうし
ようと思いましたが、勇
気を出してクラスメイト
に貸してほしいとお願い
しました。すると、拍子
抜けするほどあっさりとペンを貸してくれて驚きました。そ
のときに私は、フィリピンの人たちはたくさん人を頼って、
たくさん人を支えることでコミュニケーションを取っている
のかもしれないと思いました。
このことがあってからの私は、授業でわからないことがあっ
たら質問をし、たくさんのクラスメイトに声をかけてテスト
勉強を手伝ってもらいました。そうすると誰もが嫌な顔ひと
つせず何度でも手を差し伸べてくれました。
そうしているうちに私はこの国の支えあいの文化や、どんな
人でも受け入れてくれるおおらかさが、とても心地よいと感
じるようになりました。残りの留学生活も、自分のやりたい
ことを安心してさらけ出せる、この穏やかな国で精進してい
こうと思います。

（2023年 2月　留学中のレポートより）チャレンジを後押しする奨学金
多くの個人、法人、団体からのご寄付・助成により、さまざ
まな奨学金が参加者を支援しました。
2022年は、新たに２つの奨学金が生まれました。

　　JBS海外留学奨学金
日本ビジネスシステムズ株式会社のご支援によるもので、要
件を満たす３名のプログラム参加費を全額給付します。

　　赤羽恒雄博士記念ながの奨学金
長野県内の学校に通う生徒を対象とした奨学金で、プログラ
ム参加費のうち100万円を給付します。赤羽さんは14期、ア
メリカ派遣生。国際政治学者として平和な世界を希求し、数
多くの研究論文や著書を残されました。本奨学金は赤羽さん
が生涯大切にされた「国を越えたつながり」を育むAFS体験
を応援するものです。

NEW

NEW

2018年（65期）チェコ派遣

森 桃子さん
（大学生）

外とは向き合うけど、自分とは
向き合うことはしていなかった。
留学経験は自分を探求すること
に、すごく結びついていると思
います。

2003年（50期）アルゼンチン派遣

川嶋 雄作さん
（世界銀行）

一番意味があったのは「人と違
う人生を歩んでいいんだ」って
思えたこと。迷ったおかげでそ
の後の意思決定が以前よりも柔
軟に、自分の心に沿ってできる
ようになったんじゃないかと思
います。

1961年（8期）アメリカ派遣

長井 鞠子さん
（会議通訳者・株式会社サイマル・インターナショナル）

いろんな国のいろんなことが
あって、みんなそれぞれ持って
いるものが違って、それぞれが
楽しくて美しくて。だけど周り
にはとんでもないことがあった
りするということに対して、ガ
ツンと目を開かせてくれた

世
代
の
違
う
３
人
の
帰
国
生
が
、

留
学
し
た
か
ら
今
の
わ
た
し
が

あ
る
、と
語
るYoutube

動
画
を

公
開
し
て
い
ま
す
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Three 
AFS
Stories

AFS体験の
「その後」

留学している期間は高校
時代のたったの１年間。
でも、その密度はとても
濃く、さまざまなカタチ
で、その後の生き方に影
響を与えています。

2022年派遣生への支給実績
（2021年度選考・支給人数順）

●三菱商事高校生海外留学奨学金　　
●森村豊明会高校留学金　
●東海東京財団留学奨学金　
●AFS平和の鳩プロジェクト　
●AFSボランティア奨学金　
●ソニー奨学金　
●イトーヨーカドースカラシップ　
●(公財)新潟市国際交流財団 高校生留学奨学金　
●長岡市米百俵財団 高校留学奨学金　
●田口福寿会AFS留学生奨学金　
●城西グリーンシュート奨学金　
●AFSひろしま奨学金
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受入活動を支えてくださっている全国の皆様、本当にありがとうございます。受入活動の様子はSNSでも紹介しています。 @afsjapan @afs_japan  @asia_kakehashi

on Hosting Programs

受入事業

AFSの交換留学は、留学生自身の変化や成長はもちろん、留学生
に関わる周囲の人々にも、学びと変化をもたらすプログラムです。
2022年は各国の水際対策を注視しながら、さまざまなプログラ
ムを実施しました。受託事業も含めた長期プログラムにおいては、
これまでで最も多い411名の高校生を受け入れました。

テ君はわたしにたくさんの成長をもたらし、
実感させてくれた。去る前も、去った後も。

テ君のおかげで、わたしは自信をもつことがで
きたし、将来のことをもっと深く広く考えるこ
とができるようになれた。
最後のお別れのときは、泣くのではなく、笑っ
てお別れしようと２人で話していたが、やはり
ふたりとも最後は我慢できずに泣いてしまっ
た。今思うと、幸せだったあかしだな、と思
う。もっとたくさんの場所に連れて行ってあげ
たかった、もっと話したかった、など一緒にや
りたいことはまだまだあったが、本当に幸せな

4か月だったなと思
う。いま、もうこの
4か月がなかった自
分の人生は考えら
れないし、想像す
ることもこわいように思う。ホス
トファミリーとして過ごしたこの 4か月を通し
て、AFSのプログラムは、ホストファミリーが
思いやりで引き受けるからこそ、本当の家族の
ように思うことができる、素敵なプログラムだ
と思った。

（アジア高校生架け橋プロジェクト、ホストブラザーより）

YOSHI基金
ー 服部ご夫妻の30年 ー 

1992年、AFSプログラムでアメ
リカに留学していた服部剛丈（よ
しひろ）さんは、銃によって突然
命を奪われました。「息子を射殺
したアメリカを恨む中からは何
も生まれない、むしろ銃のない
日本の社会をアメリカの若者に
見てほしい」という思いを抱か
れ、AFSに「YOSHI基金」を託さ
れました。
アメリカから来日するAFS生
のために設けられた剛丈さん
の名前を冠した奨学金「Yoshi 
Hattori Memorial Scholarship」
には、異なる文化・価値観で生
きる社会を知り、共に平和に生

きられる方法を見つけてほしい
という思いが込められています。
AFSは1994年から2022年まで
に、本奨学金によって、31名の
アメリカの高校生を日本に派遣
しています。

初めてインドネシア、カンボジアからの留学
生を受け入れましたが、別れがつらく今で

も二人がいないと思うと寂しく感じるほど交流
を深めることができました。コロナ禍明けの留
学生受け入れということで、こちらの体制も不
十分なところがあったので、留学生の二人には
不十分なところがなかっただろうかと心配なと
ころもありますが、地球規模で友人と交流する

ことの大切さを生徒はもちろん教員も再認識で
きました。留学の期間中、世界では平和の脆弱
性を感じざるを得ない事態が生じ、地球市民と
して価値観を共有し、平和を共創していく重要
性を強く感じました。貴重な機会をいただき、
ありがとうございました。

（ホストスクールの先生より）

　 短期プログラム
◆短期秋通学プログラム（2022年 10月～ 11月）
ブルガリアより4名　

◆異文化理解ステップアップ事業*
（2022年 10月～ 11月）

中南米、欧州、アジア、オセアニア 11か国より、33名

*「アジア高校生架け橋プロジェクト」ならびに「異文化理解ステップアッ
プ事業」は、文部科学省の補助事業です　

　 長期プログラム
◆年間プログラム（春組：2022年５月～ 2023年２月）
欧州、アフリカ、北米、南米、アジア20か国より 42名

◆セメスタープログラム（春組：2022年５月～2022年10月）
欧州、アメリカ、アジア６か国より、19名

◆年間プログラム（秋組：2022年 8月～ 2023年 7月）
欧州、北米、中南米、アジア27か国より、84名

◆セメスタープログラム（秋組：2022年 8月～2023年 2月）
欧州、中南米、アメリカ、アジア 7か国より 19名

◆アジア高校生架け橋プロジェクト*
（2022年 6月～ 2023年 3月）

アジア各国より、247名　

Voices from Host Family & Teacher

来日を支援する奨学金については、P.13もご覧ください。

AFS Effect

アメリカと日本の教育の違いを見る
のはとてもおもしろかったです。
よくクラスの男子とよくアメリカの文
化について話しました。日本に来る
前はすごく厳しくてみんなは遊ばず
に勉強していて全員しっかりしていて
中々個性がないと思ってしまいました
が、かなり違いました。いつも空気
を読まなければならなくてみんなと
違うとあかんと思いましたが、実に全
然違って日本人も結構ふざけます。

この旅を通じて新しい居場所を作り
ました。ほんまに心の底から感謝し
ています。あなた方は僕の運命を変
えました。

2022年 YOSHI基金生（大阪府）
ランディン・ディフォレストさんのレポートより

2022年 10月に開いた会での服部ご
夫妻（中央・右から２人目）

2022年
YOSHI生 
アボンリー
ハーウッドさんと

このように国々から高校生を日本に受け入れることができましたの
は、多くのご家庭、学校関係者、民間・学校寮の皆さまの温かいご
支援があったからです。心より感謝申し上げます。
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ボランティアの学びの場をつくる「全国LPC研修企画運営グループ」

AFSのボランティアは、来日する留学生のホストファミリーや学校の募集や選
定、日本の中高校生への情報提供、留学前の生徒・家庭との面談、来日中の生
徒のサポートなど、さまざまな面からAFSの異文化学習事業を支えています。
歓迎会や送別会、地域の学校訪問などを実施し、生徒や地域社会の方々の異文
化体験の成果を高める工夫もしています。支部への寄付は、これらの活動に役
立てられています。

AFS Effect
on Communities

ボランティア活動

2022年中に開催された研修は、20以上！
全国各地のどこであっても高いスキルを持ったボランティアが生徒・学校・ホストファミリーをサポートできるよう、AFSは常に学
びあう機会を提供しています。2022年は、支部内での役割に応じた研修のほか、プログラム参加中の生徒のサポートにあたるボラ
ンティアの対応力を上げるための研修などを 20種類以上、開催しました。

AFSのボランティアにLPという役割があります。「繋ぐ人」＝
リエゾンパーソン（Liaison Person）の略で、プログラム期間
中を通して特定の留学生、ホストファミリー、ホストスクー
ルを繋ぎ、情報を伝えたり、相談に応じたり、話し合いの場
を設定するなどしてサポートし、最前線で文化間に橋を架け
る役割を担っています。
LPの中でも経験を積み、LPの相談役となり留学生とホスト
ファミリーの異文化交流の過程をサポートしたり、事務局と
連携して困難な段階にいる留学生・ホストファミリー・LPを
サポートしたりするボランティアのことをLPコーディネー
ター（LPC）と呼びます。
さらにその中で必要な研修を企画するのが「全国LPC研修企
画運営グループ」で、現在メンバーは北海道から九州までの
10名超で構成されています。

　　　　② サポートケース検討会
10代の多感な時期に異文化に１人飛び込む体験は、想像以上
に多くの試練を伴います。思った通りにできない苦しさやも
どかしさ等を経験する生徒を受けとめ、前向きな気持ちで学
びのプログラムを継続してもらうために何ができるか、AFS
のボランティアは常に考え、知恵を出し合っています。この
ような研修には、10代を対象に診療をされている精神科医の
先生にもお入りいただき、専門家の知見をいただいています。

　　　　① LGBTQ研修
日本を含めて世界には多様な性的指向や性自認の人がいます。
身体の性別と自分の思う性別が一致せず、違和感を持ってい
る人もいます。AFSの参加者（派遣生、留学生、ホストファミ
リー）も多様です。ホストファミリーが同性カップルというこ
ともあります。11月は、実務法律家としての経験と知識を活
かして、LGBTその他のセクシュアル・マイノリティに関する
理解そして対話を促進している佐々木弘造さんにLGBTQに関
しての知識を深めるセッションを実施していただきました。

「性的ダイバーシティに向き合うことは、その他多く
ある認識されにくい多様性（発達障がいなどのニュー
ロダイバーシティ、文化的・宗教的な背景からくる
多様性など）も含めてAFSが真に多様性を受け入れ
る組織として成長する大切な過程だと思う」

大切なのは生徒個人の意思が尊重されること。本人が
どのように環境に向き合いたいのかを聞き取りながら、
与えられた環境の中で関係者の協力・理解を得つつサ
ポートしていく力が求められていると思う」

「良い悪いでカリカリ
しない、結論を出さ
ないと心がける」

「自分の期待と他人の期待が同じであるとは
限らないことを念頭に置いて活動したい」

「様々な角度から見ると、だれでもminority の
側面があるということを忘れてはいけない」

Pick Up!Pick Up!

AFSは、全世界で 5万人以上のボランティアが活動しています。日
本国内でアクティブに活動する登録ボランティアはおよそ 1600人
（2022年 12月現在）です。AFSボランティアは、世界共通の研修や役
割りに応じた講習を受け、高校生の受入と派遣の事業を支えています。

＜これまでに企画した研修・内容＞
◎支部で実施する受入関係の研修の実施方法（例：
LP研修、ホストファミリーオリエンテーション、
到着後オリエンテーション、中間オリエンテーショ
ン、帰国前オリエンテーション）
◎規定について（例：旅行ルール、マンスリー・リフ
レクション、早期帰国など）
◎LPへのサポートの方法（例：LPとして大切なこと、
ファミリーインタビューのポイント）
◎異文化理解について（例：判断を保留し出来事を理
解するためのツールであるDIVE、文化を考えるた
めのツールである氷山モデルの活用）
◎テーマごとのケーススタディ

形山鮎子さん（東京多摩支部）

全国に 70近くある支部の運営
や対応を見ていると、知らなかっ
たり、経験不足のために大変な

思いをすることが時折起こります。私自身も無
知が故に酷い対応をしてしまったことがありま
した。解決のためには一人一人の対応力をあげ
るしかなく、研修によって組織を強くするとい
う思いで、企画を立ち上げました。遠回りかも
しれませんが、多くの人と一緒に少しずつ前進
する様は、まさにAFS体験であると感じていま
す。

古川惠子さん（山口支部）

事務局からLPの学びを深める研
修のご提案をいただき、賛同し
ました。最初のステップは「LP

の仕事って何だろう」という役割についてチー
ムで意見交換をし、資料を作成し、参加者に提
案しました。チームにとっても基本的な考えを
抑えていくという作業は学びにつながり、研修
の面白さにはまっていっています。

上島忍さん（札幌支部）

都心部と地方ではできることも、
ボランティアの数にも差があり
ますが、少しでも同じように対

応できることを目指すことは大切なことだと
思っています。いつ、どこで、どんな問題が発
生しても、ここに相談したら何とかなった、学
んだことが役に立ったと思っていただけるよう
に考えています。

川本典子さん（広島支部）

日本にいても異なる文化を感じ
るように、出身国も様々な留学
生は色々な問題にぶつかります。

お互いに分かり合えるにはどうしたら良いか、
皆さんと意見交換をしながら考えていきます。
毎回学びも多く、また楽しくもあります。

安武順子さん（大分中部支部）

自分自身も経験したことのない
ことへの対応など、自分自身も
なにか学ぶことができるように

と思っています。LPの経験が地域によって異な
ることが多いことに気づき、ギャップを埋める
必要があることと、そうはできないことなど、
色々考えながらグループのメンバーと意見交換
をして進めています。

稲垣瑞恵さん（岡山支部）

地域代表が終わったところで、
メンバーの方からお誘いがあり
ました。自分の能力では敷居が

高かったのですが、長い経験の中から意見交換
はできそうでしたので、少しでも協力できれば
と思いました。

岡野淳子さん（尾三支部）

研修に何回か参加していたとこ
ろで声をかけていただきました。
サポートケース検討会でスピー

カーに選んでいただき、長年悩んでいたことが
少し解消されました。参加したばかりですが、
色々と学ばせていただいています。

長坂菜摘子さん（長野南信支部）

留学半ばの中間オリエンテー
ションや帰国前オリエンテー
ションの研修企画は、今まで自

分の支部で行なっていたものを振り返るいい機
会でもありましたし、研修で発表したツールを
実際使用された感想をお聞きすると、やりがい
を感じます。AFSの理念を常に意識して、異な
る考え方から学ぼう、理解しようとする寛容な
姿勢と、ユーモアも忘れないところがチームの
魅力です。

桑原久美子さん（大阪北支部）

メンバーそれぞれの経験を共有
することで、みんなで成長して
いこうという連帯感と向上心を

もっているグループです。新しい学びを通し
てAFSボランティアとして成長することができ
る、そこで得た知識をまた次の活動に生かして
いくことができるのを楽しんでいます。

山﨑祐子さん（兵庫県支部）

家庭の事情で一時中断すること
もありましたので、メンバーと
しての貢献度はさておき、みな

さんとの意見交換は、私にとって活力の元です。
みなさん、生徒に対する愛情が溢れているので、
例えば支部の留学生のことで悩んでいたとして
も、また気持ちを切り替えてサポートを頑張ろ
うと思えます。何よりの学びの場だと思ってい
ます。

グループ発足のきっかけは？

テーマや企画を考えるうえで、意識して
いることは何ですか？

このグループに参加したきっかけは？

このグループの活動のやりがいはどんな
ところですか？

参加したボランティアからは
多くの学びの声が届きました
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2023年 3月13日、AFS日本協会は文部科
学省と「『アジア高校生架け橋プロジェクト』
留学生と考えるグローバル教育フォーラム」
をオンラインで開催しました（主催：文部科学省、
公益財団法人AFS日本協会、後援：一般社団法人日本経済
団体連合会、協力：日本経済新聞社、日本の次世代リーダー
養成塾）。「アジア高校生架け橋プロジェクト」
は、2018年からアジア各国・地域から５年
間で計 1,000人の高校生を招聘する文部科

AAI （AFS Asia and the Pacific Initiative）
は、アジアで活動するAFSパートナーの集
まりです。1991年 1月にアジアの 5カ国の
AFS組織がインドネシアのバリに集まり設
立されました。域内のAFS組織同士の情報
交換や交流を通じて連携を深め、域内のAFS
活動の発展をめざして、毎年１回、持ち回り

2023年のAAIには約 30名のAFSボランティア
も参加。AFS国際本部の研修では、国や地域、年
代を越えて、活発に意見が交わされました。AFS
日本協会の地域活動委員は、ボランティア間の交
流も深めるため、交流イベントも企画しました。

アジアでのAFS活動の維持発展のために、熱心に議論する各国・地域の代表たち

2023年の最新状況をご紹介します。

AFS Japan

AFS InternationalAFS NOW

架け橋となるべく努力を続けていく、と抱負を語る架け橋生たち

パネルディスカッショ
ンでは政財界で活躍さ
れる方々から、未来へ
の提言を送っていただ
きました。

パネラー左から
シントン・ラーピセートパン氏（駐日タイ王国特命全権大使）、
出雲 充氏（経団連審議員会副議長、ユーグレナ代表取締役社長）、
滝 久雄氏（ぐるなび取締役会長、日本交通文化協会理事長）、
ロバート・フェルドマン氏（モルガン・スタンレーMUFG証券シニ
アアドバイザー、東京理科大学上席特任教授）

マレーシア元首相マハティール・ビン・
モハマド氏に「次世代に託す 21世紀
人類が解決すべき課題とグローバル教
育の必要性」と題して基調講演をいた
だきました。

学省の補助事業としてAFSが実施しました。
教育フォーラムは、本事業の総括として開催
されたものです。
架け橋生は日本で得た学び
を報告し、地球規模の課題
に自分たちがどのように取
り組むことができるのかを
発表しました。

で会議を開催しています。
2023年は日本が開催国となり、3月10日
（金）～13日（月）の 4日間、現在加盟してい
るすべてのメンバー組織（インド、インドネ
シア、日本、フィリピン、タイ、中国、トル
コ、香港、マレーシア、モンゴル）と国際本
部の代表が東京・晴海に集まりました。

「アジア高校生架け橋プロジェクト」 留学生と考える
グローバル教育フォーラムを開催（2023年 3月）

アジアのAFSパートナーが日本に集結！
AAI Meetingを開催（2023年 3月）

ボランティア研修　

各国・地域のAFS活動に特に功績を残しているボランティア
に敬意を表し、AAI Outstanding Volunteer Award の受賞
者を発表しています。アジアには、本業のかたわら、AFSの
活動に参加する熱心なボランティアが数多くいます。

ボランティア表彰

最新の活動は、AFSのWEBサイト、
公式SNSでご紹介しています

@afsjapan @afs_japan  @asia_kakehashi

当日の記録を動画で
ご覧いただけます。
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2022年度 事業・決算報告

経常収益計 1, 102,412

経常費用計 1,096,176

経常増減額 6,236 

経常外増減額 0

一般正味財産増減額 6,236

指定正味財産増減額 ▲2,046

正味財産増減額 4,190

正味財産期末残高 838,562

2. 損益の状況 

*直接経費 募集・選考、研修、留学生支援、渡航費、奨学金支給、受入国経費、
国際本部経費他

**管理費 ITシステム管理費、地域活動支援費、研修活動費、広報・募金活動費、
人件費、オフィス賃料、光熱費他

流動資産 334,959

固定資産 805,699

　基本財産
　特定資産
　その他固定資産

359,605
432,434

13,660

資産合計 1,140,658

流動負債 244,885

固定負債 57,211

負債合計 302,096

正味財産 838,562

負債/正味財産合計 1,140,658

正味財産の推移

経常収益・経常費用の推移

1. 資産の状況 (2022年12月31日現在） 3. 奨学金運用状況
AFS日本協会が基金を管理している奨学金の運用状況をご報告します。

2022 年度

838,561

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

968,367
913,891

790,890 834,371

2022 年度2018年度 2019年度 2020年度 2021年度
0

300,000

600,000

900,000

1,200,000

1,500,000
経常収益 経常費用

各年度の数字は正味財産期末残高

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

総額 83,158,953円の奨学金で
日本の高校生のプログラム参加を支援

70名の
プログラム参加を全額・部分奨学金で支援

受託事業を含め

総額 549,770,114円の補助金・奨学金で
海外の高校生の来日を支援

287名の
プログラム参加を全額·部分奨学金で支援

*故人の遺志に基づいて運用されている奨学金です。本奨学金への寄付は受け付けておりません。同様の取り組みにご関心のある方は、広報募金室までお
問い合わせください。　
AFSプログラムを対象に法人・団体が設けてくださっている奨学金も合わせると、2022年度は、派遣生は計209名中70名、受入生は日本政府事業の数
も含め、計448名中287名を奨学金でご支援いただきました。

AFSプログラムを対象に
奨学金制度を設けてくだ
さっている法人・団体は
P.14でご紹介しています。
奨学金運用レポート（WEB
サイト）もご覧ください。

奨学金名 対象
奨学金
支給額

（１人あたり）

度末残高（円） 2022年度
支給人数

（2023年プログラム参加) 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

AFS
ボランティア
奨学金

派遣 50万円 7,871,486 6,801,012 7,457,012 7,235,012 6,000,012 5

AFS
どさんこ奨学金

派遣
受入 50万円 5,417,374 5,010,113 5,155,334 5,840,334 6,567,334

派遣：２
受入：１

AFS
山形ふるさと奨学金

（山形いぐべ奨学金）
派遣 50万円 3,000,000 4,000,000 4,020,000 4,140,000 4,260,000 1

赤羽恒雄博士記念
ながの奨学金 派遣 100万円 - - - 4,140,000 5,192,979 1

AFS
ひろしま奨学金 派遣 50万円 546,723 584,726 584,726 594,726 104,726 -

AFS平和の鳩
プロジェクト* 派遣

プログラム
参加費全額

+
留学準備金30万円

50,000,000 48,289,910 48,746,298 594,726 29,046,298 5

NEXT50
奨学金 受入

プログラム
参加費全額
（概ね120万円）

4,483,977 1,185,375 780,575 1,710,575 2,246,575 1

YOSHI基金 受入
プログラム
参加費全額

（概ね 200万円）
17,908,148 14,286,048 14,576,048 14,773,548 10,943,496 1

64%

33%

受入生の
奨学金
受給率

派遣生の
奨学金
受給率

64%

33%

受入生の
奨学金
受給率

派遣生の
奨学金
受給率

事業実施に伴う収入と費用は
右の内訳表をご参照ください。

派遣 受入
経常収益・費用の内訳

82.1%

直接経費・支部経費
＊

17.9%

管理費
＊＊

39.5%

事業収益

49.2%

受取補助金等

10.9%

受取寄付金 0.4%

その他

経常収益 経常費用

82.1%

直接経費・支部経費
＊

17.9%

管理費
＊＊

39.5%

事業収益

49.2%

受取補助金等

10.9%

受取寄付金 0.4%

その他

経常収益 経常費用
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より多くの方にご支援いただけるよう
AFSへの寄付が変わります
One AFS寄付会員制度は終了します
AFS日本協会は 65周年を迎えた 2019年、異文化学習の機会を提供する教育団体として進化を続けるため、従来の
維持会制度を見直し、寄付金額に応じた「One AFS会員制度」を新設し、運用してまいりました。本制度は会員対
象を従来のようにプログラム参加者に限らないという点において一定のご理解とご支持をいただきましたが、より多
くの方に分かりやすい寄付のあり方を目指し、本制度を廃止して、任意の額でAFSの活動を応援していただけるよう
に変更することといたしました。

寄付の分類を大別して 2通りに
1. AFS活動全般を支える「AFS活動支援寄付」
• 派遣、受入、オンラインの各種プログラムの実施、ボランティアの育成・支援など事業活動
全般に活かされます。支部を選んで寄付することもできます。
• 支部あての寄付以外は当協会の予算で配分が決められ、最終的には決算で確定します。以上
の「AFS活動支援寄付」は、決算報告では経常費用（支出）を賄う経常収益（収入）に計上さ
れます。

2. 生徒を支える「奨学金寄付」
• 派遣生あるいは受入生の費用負担を軽減するために役立ちます。
• 個別の奨学金あてに使い道を特定した指定寄付として、経常収益とは別に当協会が受け入れ
ます。毎年の奨学金はその寄付から支給され、差額が各奨学金の残高（特定資産）となります。

● 活動報告書などへの寄付者名記載について
AFS日本協会はご支援への感謝の気持ちを込め、法
人の方は寄付金額を問わず、個人の方は年額１万円
以上で、いずれも匿名希望の方を除き、表敬させて
いただいています。

◇振込
• ゆうちょ銀行 〇一九店　当座 0610779
• AFS寄付金口座（00170 5-610779）

◇クレジットカード利用
毎月定額の寄付（マンスリー・カード・
サポーター）に加え、単発寄付の申し
込みも可能です。

◇遺贈・相続財産の寄付
基本的に金銭でのご寄付を承っています。詳細は当協
会にお問い合わせください。

◇その他の支援方法
• ふるさと納税：東京都港区の「団体応援寄付金」制
度が利用できます。
• 本を寄付に変える：読まなくなった本をAFSへの寄付
に切り替える「チャリボン」制度があります。
• マッチング寄付
寄付金額と同額を勤務先の企業が追加する「マッチ
ング寄付」を受け付けています。企業による社会
貢献を支えるプラットフォーム 「Benevity」からも
AFS日本協会をお選びいただけます。

AFS日本協会は特定公益増進法人です。AFS日本協会へ
の寄付は、所得税、相続税、法人税の優遇措置の対象と
なります。控除を受ける際にはAFS日本協会が発行する

領収書が必要となります。原則、再発行はしておりません
ので、大切に保管してください。

支援の方法と手続き（詳細はAFS日本協会ホームページの「寄付をする」をご覧ください）

AFSへの寄付に対する税制上の優遇措置

い
ず
れ
か
お
選
び
く
だ
さ
い

2022年度も多くの方々に寄付や助成等でご支援をいただきました。
私たちが「共に生きることを学ぶ」活動を継続できるのは、AFSを応援くださる皆さまのお陰です。
多くの高校生と、彼らが過ごすコミュニティのために異文化を学びあう機会をご提供いただき、ありがとうございます。
文部科学省、外務省、在外日本公館、都道府県教育委員会、関係校の皆さまにも、この場を借りて厚くお礼申し上げます。

法人・団体の皆さま　（五十音順）

寄付や助成等で奨学金を設けていただきました
奨学金名 支援団体
イトーヨーカドースカラシップ Ito Foundation U.S.A.
オデッセイＩＴ奨学金 株式会社オデッセイ コミュニケーションズ
JBS海外留学奨学金 日本ビジネスシステムズ株式会社
城西グリーンシュート奨学金 福岡城西ロータリークラブ
ジンテック奨学金 株式会社ジンテック
ソニー奨学金 ソニーグループ国際教育基金
田口福寿会AFS留学生奨学金 公益財団法人田口福寿会
東海東京財団留学奨学金 一般財団法人東海東京財団
長岡市米百俵財団 高校留学奨学金 公益財団法人長岡市米百俵財団
(公財)新潟市国際交流協会高校生海外留学奨学金 公益財団法人新潟市国際交流協会
三菱商事高校生海外留学奨学金 三菱商事株式会社
明治ブルガリア奨学金 株式会社 明治
森村豊明会高校留学奨学金 公益財団法人森村豊明会 ※篤志家（個人）による奨学金「AFS平和の鳩プロジェクト」もあります

三菱商事株式会社／一般財団法人東海東京財団／日本ビジネスシステムズ株式会社／Lucena Philanthropy 
Trust
株式会社IHI ／諏訪清陵高等学校同窓会／公益財団法人東京コミュニティー財団／ホクセイ金属株式会社／ホクセイプロダクツ株式会社／株式会社ほくて
いホールディングス
あいはら医院／株式会社明石スクールユニフォームカンパニー／有限会社赤塚工業／株式会社アクシス／アンドリンガカトラポール／イオン株式会社（箕輪店、つくば店、イオンスタイル尾道）
／株式会社いかりスーパーマーケット／いけばなインターナショナル北海道／医療法人石井会石井病院／いたくら動物病院／イヅミ工業株式会社／いながわクリニック／ＷＡＫＥ進学スクール／
江別国際センター／おおにし泌尿器科クリニック／株式会社小野組／株式会社カナイ／河合石灰工業株式会社／国際ソロプチミスト新潟-西／医療法人こぐま会くまざわ耳鼻咽喉科／さっぽろ
芸術文化研究所／札幌市立高校国際交流委員会／公益財団法人札幌市芸術文化財団／株式会社サンクラッド（学生服リユースショップさくらや橿原店）／敷島堂ファイル／しずおか焼津信用金
庫／株式会社静岡新聞社／静岡放送株式会社／島工業株式会社／島工業サービス株式会社／清水歯科医院／上毛電気鉄道株式会社／少林山達磨寺／株式会社新進／株式会社ジンテック／株
式会社鈴廣蒲鉾本店／生協法人大阪高齢者生活協同組合／株式会社セコマ／合同会社知の泉／チャンピオンスポーツ／中部電力パワーグリッド株式会社／株式会社坪井塗工／有限会社てっ
ちゃん／医療法人社団ときざわレディスクリニック／株式会社トリベイ／ NAO税理士法人／医療法人康和会中沢クリニック／株式会社奈良クラブ／有限会社成田工務店／西山製麺株式会社／
西脇医院／日本耐酸壜工業株式会社／日本ハウズイング株式会社大阪支店／医療法人浜本内科／医療法人社団三思会ひかりクリニック／美容室とまと／深沢内科クリニック／ほしの歯科／細田
眼科／北海道日米協会／北海道青少年科学文化財団／前橋商工会議所女性会／眼鏡工房凛／医療法人社団森下皮膚科医院／矢橋ホールディングス株式会社／医療法人山下医院／有限会社ユア
商事／湯河原珠算専修会／株式会社レバンガ北海道／株式会社Ｙ’ｓ／株式会社ワコールホールディングス

個人の皆さま　 2021年1月～12月までの主な寄付者の皆さま（年間の寄付金総額が1万円以上の方）（敬称略）

データ版では非公開とさせていだきます。
海外からもご支援をいただきました。ありがとうございます。

寄付や助成、物品等で奨学金や活動をご支援いただきました

AFS活動支援寄付（旧：一般寄付） のべ 2,141人の個人、67の法人より、計 39,795千円のご寄付をいただきました

奨学金寄付（旧：指定寄付） のべ 271人の個人、13の法人より、計 80,066千円のご寄付をいただきました

ご支援に感謝申し上げます

https://www.afs.or.jp/donate/

お問い合わせ・ご相談を承っています　
広報募金室　bokin@afs.or.jp 
東京都港区虎ノ門 3丁目 18-16 虎ノ門菅井ビル 6階



公益財団法人

AFS日本協会
UNESCOオフィシャルパートナー

AFSは「持続可能な開発目標（SDGs）」をサポートします。
AFSは、国連が 2030年に向けて採択した「持続可能な開発目標
（SDGs）・世界を変えるための17の目標」のうち、目標4と目標
16の実現に向けて行動しています。
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　AFS日本協会 検 索

AFS日本協会事務局からのお知らせは、主にメールで
お届けします。住所・電話番号やメールアドレスの
ご変更は下記QRコードまたはURLにアクセスいた
だき、ご連絡いただきますよう、お願いいたします。

https: //bit.ly/3O7S5N0




